
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 元 年度 事 業 報 告 書
令和元年5月 1日 から 令和2年4月 30日 まで

特定非営利活動法人セタガヤアーカイブス

1 事業の成果

世田谷区のイベントに関して、写真・映像等で記録し広告資料を作成した。
イベント等の告知で区民に世田谷区の活動を広く知らせることが出来た。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の

金額

(千円)

第42回せたや
ふるさと区民
まつり

¬
|=ヨ

つりの様子を記録 3～4日 、区役所
若林公園

田谷
つりの様子を記録 0月 26日 ・世田谷

ベント等の様子を記録 26日 ‖遊園
(第二京浜下)

チラシ

1000人 0

せたがや産業
フェスタ2019

チラシ
10000書 lζ 0

第21回ア ドベ

ンチャー in多

拳川

)Ⅶ記録
50名

チラシ1000人
0

事業名 事 業 内 容 施
時
実
日

施
所

実
場

従事者
の人数

事業費の

金額
(千円)



令和元年 活動計算書

令和元年5月 1日 から 令和2年 4月 30日 まで

特定非営利活動法人セタガヤアーカイプス

科
口
日 金 額

0

＾
Ｕ

0

0

0

経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

4 事業収益

受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

3 受取助成金等
受取補助金

事業収益
事業収益

Ⅱ

経常収益計
経常費用
1 事業費

(2)

人件費計
その他経費

費
費
　
費

費
熱
搬
賃
通

品
光
運
家
交

耗
道
信
代
費

消
水
通
地
旅
減価償却費

その他経費計
管理費計
経常費用計

次期繰越正味財産額

1

I 経常収益

2 受取寄附金
受取寄附金
施設等受入評価益

5 その他収益
受取利息

(1)人件費
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

その他経費計
事業費計
2 管理費
(1)人件費
役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用



書式第 15号 (法第28条関係)

令和元年  貸借対照表

平成31年度 4月 30日 現在

特定非営利活動法人セタガヤアーカイプス

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産
現金預金

未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計
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Ｖ
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Ｖ
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Ｖ



16 28

令和元年  計算書類の注記

重要な会計方針
計算書類の作成は、 PO法人会計基準 によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産 無し

(2)固定資産の減価償却の方法
固定資産 無し

(3)引 当金の計上基準
。退職給付引当金 無し

引当金 無し

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
無し

(5)消費税等の会計処理
無し

2.事 業別損益の状況

特定非営利活動法人セタガヤアーカイプス

科 目
記録事業 事業 事業 事業

事業部門計 管理部門 合計

０

０

０

０

０

ｎ

Ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｎ
Ｖ

Ａ
υ

ｎ

Ｖ

０

０

０

０

０

ｎ

〉

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

内 容 金額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項
事業費と管理費の接分方法

７

・

8

【lilZヨ

合計

劇租饉 :m□

車両運搬具
什器備品

その他の資産
敷金

闘
『
覇蔵1日 腱塾壁△

合計

内役員及び

近親者 との

取弓|

(活動計算書 )

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

科 目
計算書類に

計上 された
金福

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和元年 財産 瞬ヨ
L』 g

平成31年度 4月 30日 現在

特定非営利活動法人セタガヤアーカイブス

(単位 :円 )

科
口
日 金 田

I 資産の部
1 流動資産
現金預金

手元現金

銀行普通預金

未収金

事業未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産
(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

パソコン1台

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金

事務用品購入代

流 動 負 債 合 計

2 固定負債
長期借入金

銀行借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

ｎ
Ｖ
　

Ａ
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Ｖ
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Ｖ
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Ｖ
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Ｖ
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Ｖ
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書式第 18号 (法第 28条関係)

令和元年度 年間役員名簿

令和元年5月 1日 から令和2年4月 30日 まで

特定非営利活動法人セタガヤアーカイブス

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 チバ トシノリ

千葉 寿典

令和元年6月 10日

令和3年6月 9日

年 月 日

年 月 日

理事 フクオカ ヨシノリ

福岡 吉則

令和元年6月 10日

令和3年6月 9日

年 月 日

年 月 日

理事 シミズ トシキ

清水 俊貴

令和元年6月 10日

令和3年 6月 9日

年 月 日

年 月 日

監事
カワダ ヒロユキ
川田 浩之

令和元年6月 10日

令和3年 6月 9日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

奪1 月 日

へ′年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
平成31年 4月 30日現在

特定非営利活動法人セタガヤアーカイプス

氏   名

千葉 寿典

福岡 吉則2

3 清水 俊貴

4 川田 浩之

5
小川 功

０^
前川 修一

7 小飯塚 力

8 酒井 隆裕

9 筏 真司

10
長谷川 則夫

11

12


